
4.3 主張

著者らが重要であると考えているのは、「相

手に喋りかける時は相手に視線を向け、受け手

がその意図を受け入れる場合には表情によって

フィードバックを返すこと」が、人間同士の対

話の場合と同じであって、社会的コンセンサス

のとれたルールに沿った、「非言語メッセージ

によるメタコミュニケーション能力を実現して

いる」といえる点である。

つまり、本研究の主張は、以下の通りまとめ

ることができる。

(無意識の行動による)非言語メッセー

ジを、メタコミュニケーションという

観点から、状況に応じて的確に解釈 /

利用することで、自然で、円滑で、か

つユーザの負担増加を起こさない新し

いインタフェースを実現出来る。

今後、この方針に基づく新しい HIの実現を目

指す。

4.4 課題

まず、本システムの試用によって明らかとなっ

た現状システム固有の問題点としては、「行な

う作業の種類によっては、画面上の作業領域と

エージェント CGの表示領域の空間的配置に起

因してインタラクションに不自然さが発生し得

ること」などを、挙げることが出来る。試用か

ら判明するこういった問題点については、今後

さらなる検討を行なう予定である。

本システムの一般的課題としては、 (1)各認

識モジュールのロバスト化、 (2)ダウンサイジ

ングなどが挙げられる。また、視線に反応する

擬人化エージェントは、システムへの親しみや

すさをもたらし、計算機システム利用へのバリ

アを軽減する効果が期待される。そして、本シ

ステムを動作を見た一般者の反応からもそれが

推察されたが、こういった HIの効果の (3)定量

的評価も大きな課題として挙げられる。

5 おわりに

本稿では、試作した \GazeToTalk"システ

ムについて報告した。また、その試用によって、

自然で使いやすい HI実現という目標に対し、

非言語メッセージを活用し、メタコミュニケー

ション能力を適切に実装していくことが、有望

なアプローチであることを確認した。

今後、メタコミュニケーション機能の解明を

図るとともに、活用する非言語メッセージの拡

大によって、本研究を進める。
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